
 

 

山行報告書      京都田辺山友会     報告者 幾田 

山 名 
春日山原始林ハイキング＆交流部秋のふれ

あいの集い 
山行名 例会＆交流部ふれあいの集い 

ルート 
近鉄奈良駅→春日山遊歩道→首切地蔵→春日山石窟仏→鶯の滝→若草山→若草山登山道

→若草山北口 

山行日 2025 年 11 月 30 日(日) 天 候 快晴 

参加者 

リーダー：幾田       サブリーダー：森田 

男性：葛城、川田、佐々木、竹原(順)、土岐、永井、西川、宮内、山田           

女性：岡本、木南、桑原、阪本、高橋、高山、竹原(絹)、多田、田中(み)、藤田、            

山内、米田          合計：23 名  
ルート概略図 
 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

近鉄奈良

駅 

集 8:00 
鶯の滝 

着 12:25 

発 8:04 発 12:38 

春日大社 
着 8:43 

若草山 
着 13:30 

発 8:45 発 13:45 

妙見宮参

道入口 

着 9:29 若草山北

口 

着 14:21 

発 9:40 発  

首切地蔵 
着 10:10 

 
着  

発 11:33 発  

春日山石

窟仏 

着 11:47 
 

着  

発 11:55 発  

山行報告 

コースタイム 06:17(休憩含む)  距離 13.2km  のぼり 587m  くだり 505m 

今回、例会と交流部の秋のふれあいの集いがタックルを組み、総勢 23名での山行となった。 

以前このコースに参加させてもらったことはあったが、20名以上の山行ゆえに熊情報等の安全確保

とトイレ場所の確認の為、CL と SLで下見には行っておいた。事前にグループ LINE を作り、いつでも

情報共有できるよう手配をして近鉄奈良駅からスタート。興福寺の境内を通り、人通りの少ない場所を

選んで各班で準備体操をした。早朝の為、春日大社参道は人が少なく歩きやすかった。春日大社を

過ぎた辺りでトイレ休憩を取り、ここで熊鈴などを付けた。首切地蔵までのコースは２通りあるが、今回

はもみじの紅葉を見る為に遊歩道コースを選択した。次の休憩場所の妙見宮では、紅葉を見る為に上

のほうまで階段を登る人が大勢いた。昼休憩の首切地蔵に到着したのは 10時過ぎだった。到着後、

交流部が用意してくださった美味しいお菓子とコーヒー等を頂いて一休みした。その後、交流部主催

のクイズ大会。山に関するクイズで豪華景品?？を当てるのだが、これが大いに盛り上がり 30分が経過

した。その後、昼食を取り 30分後に出発。紅葉を見る為に地獄谷新池に立ち寄り、その後春日山石

窟仏と鶯の滝を見学した。 

道中の道幅が広く、めったに車も来ない為、歩きながら色々な人と会話が楽しめたようであった。その

後、若草山に到着。そこでは、かわいい鹿と一緒に集合写真を撮ったり京田辺市の焼却場の煙突を見

つけたり生駒山や奈良市内を眺めた。そして、若草山ゲートでは事前に徴収しておいた１人 150円を

CLがまとめて払い、茶色く枯れた芝生を気持ち良く歩いて下山した。 

北口手前で、芝生に寝そべった集合写真を撮って解散となった。天候も紅葉も素晴らしく、総体的に

ゆるやかな登りで道幅も広く歩きやすく、楽しく会話もできて、素敵な交流日となった。 

ヒヤリハット：なし 



 

 

交流部より一言 

参加いただいた皆様ありがとうございました。クイズも盛り上がりハイキング中も

会話が弾み、親睦が深まったのではないかと喜んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想文  田中(み) 

晴天、風もなく、紅葉を見ながら落葉を踏み

締めての、16 キロの行程でした。世界遺産の春

日山原始林、平安時代の石窟仏、生駒山から見

渡す風景、中でも甘南備山が見えることにビッ

クリ。笑いや色々なお話しが聞けて、最高の 1

日でした。企画や準備お世話になりました。又

数々のお写真もありがとうございました。 

感想文   葛城 

初めての春日山原始林は、素晴らしい秋晴れに恵

まれ、緑の杉林をバックに鮮やかに輝く黄色や赤の

紅葉が太陽の光を浴びて煌めき、またいろんな方と

お話しすることができ思いのほか楽しいハイクでし

た。いつも通りワイワイ喋りながらの 23 名の大世

帯の一行が朝の静寂の原始林の林道を行く中、撮影

のため最後尾で少し離れて歩いていると、通り過ぎ

た女性ソロハイカーが笑いながら通り過ぎたのが印

象的でした。やっぱり京田辺山友会は賑やか！ 

 

感想文   藤田 

快晴の秋空のもと、最後の輝きとばか

りに美しい紅葉を愛でながらの山歩き秋

を満喫でき、楽しい一日でした。クイズ

やおやつタイムと色々企画していただ

き、一番いい景品もゲットさせていただ

き、担当の皆様、ありがとうございまし

た。また、参加したいです。 

紅葉ともみじ絨毯の

中を歩く 

春日山石窟仏 

若草山で寝転ぶ 若草山山頂 

鶯の滝 


